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て中央銀行である Bank Indonesia のとった行動を、「最後の貸し手」としての行動の
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功罪として見直す。2004 年に元インドネシア中銀総裁による“Bank Indonesia and the 































































本の流出がおきて、負債デフレをもたらす可能性が高いからである。                                      







ると指摘する。                                          




























4. 審査の概要と今後の課題 ——— 総評 
4.1. 審査の概要 
 2013 年 10 月 1 日に予備審査、2014 年 1 月 15 日に本審査を行い、申請者から学位
請求論文について、内容の説明を受け、質疑応答が行われた。審査における主な質問は
以下の通りである： 
（１）危機の原因として、筆者は短期資本の急速な流出入を挙げ、その背景として、ダ
ブルミスマッチの問題を詳細に取り上げている。先物予約の可能性も含め、現地の銀行
や企業が通貨のミスマッチを放置した背景は何なのか、さらに詳しい説明が求められた。 
（２）マレーシアの短期資本の流出規制について、通常とは異なる独自の説明が見られ
るが、その有効性とともに条件について説明が求められた。 
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（３）ミンスキー理論をアジア通貨危機に適用する積極的な意義について、またフィッ
シャーの負債デフレ論との相違について質問があった。 
（４）マクロプルーデンスに筆者は短期資本の流出入規制を含めているが、これらはマ
クロ安定化政策ではないか、との指摘がなされ、マクロプルーデンスとマクロ経済の安
定化政策の関係について、疑義と質問があった。 
4.2. 論文の評価 
 内野氏の本博士請求論文は、アジア通貨危機において、インドネシアで起こったさま
ざまな実態や混乱と、マレーシアにおける当局の資本移動規制の効果とを比較すること
で、通貨・金融危機に実証的・理論的に取り組んだ好論文である。通貨も含めた金融不
安定性の問題は、依然として今日の世界経済の喫緊の問題として重要であり続けるから
である。 
 内野氏の具体的な貢献の一例を挙げるなら、マレーシアの資本移動規制についての鋭
い観察眼である。それについて多くの研究や言及の蓄積があるものの、結論ありきがほ
とんどである。本論文は、シンガポールのオフショアにおけるリンギの空売り措置など、
スワップ規制の如何に焦点を当てられた点など、実務サイドからの視点として貴重なも
のであり、独自性を誇ってよい。 
 IMFの処方箋とは異なった、資本移動規制を中心とする規制強化によって危機対応を
行ったマレーシアの経験を分析することで、危機からの回復にとって、資本移動規制は
有効であったということが多面的に明らかにされた。その問題意識は鮮明で、事実関係
の精査、文献渉猟、諸論点への目配りも十分なされている。また、危機の構図とそれへ
のさまざまな政策的対応の違いを浮き彫りにする一方で、グローバルな金融危機の理論
的分析の試みとしてミンスキー理論の新興国への応用の可能性にも言及し、ケインジア
ンの金融不安定性仮説を新たな角度から再検討している。 
 論文全体の印象として、アジア通貨・金融危機を実体験、歴史、理論、政策といった
多様な角度からの分析が試みられ、そこから多くの教訓を見出し、サブプライム危機を
はじめ、今後の危機対応について、具体的な政策提言を行っている点が高く評価される。
もちろん、それぞれの分野でさらに分析を深め、相互の関連をより明確にする余地はあ
ると思われが、それらは今後の課題である。 
 マクロプルーデンスとミクロプルーデンス、金融政策の関連についても、今後さらに
議論を深めることを期待する。 
 審査委員の一致した見解として、本論文は、博士論文として高く評価できる水準に仕
上がっていると言える。 
 
